
１月２１日（木），呉市文化振興財団の洋楽アーティスト派遣事業により，２

名の洋楽アーティストにお越しいただき，４年生が音楽体験をしました。今年度

は，当初１０月に行う予定でしたが，コロナ禍の中，延期となり，今回は場所も，

感染症対策をしっかりとりながら，体育館での演奏となりました。４年生は，２時

間に渡り，１学級ずつが生の音楽に触れる体験をしました。 

今回演奏してくださったのは，フルートの水川沙絵さん，ピアノの田村智早さ

んのお２人。体育館中央で，子供達としっかり距離を取りながらも，素敵な音

色を届けてくださいました。「『アルルの女』より『メヌエット』」等，演奏するごとに，

どこの国の曲かを地球儀で確かめる場面もありました。それぞれの国について，

「遠い国だけど，音楽だとすぐに行けるね。」と言われた言葉が印象的でした。

また，リコーダー等の楽器の手入れについても話してくださいました。 

最後の「いのちの歌」では，子供から，「歌ったことがある曲だったけど，フルー

トで演奏すると一段と美しい曲になることに感動しました。」と言う感想が述べられま

した。今回，声に出して一緒に歌うことはできませんでしたが，子供達の心にはしっか

り響いていたようです。 

ピアノ調律や舞台監督を担当していただいた三田雅志さんからは，ピアノの

内部の構造も紹介していただきました。 

音楽を身近に感じることのできる素晴らしい体験ができたことに感謝です。 

 


